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ロボットテクノロジーの世界
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「ロボットテクノロジーの世界」の概要
日時：平成18年8月の5日間

（AM10:00~16:00）
8月17日（木）、18日（金）、22日（火）、23日（水）、24日（木）

参加連携校：
千葉県立船橋高等学校

千葉県立薬園台高等学校

千葉県立市川工業高等学校

千葉県立船橋東高等学校

千葉県立国分高等学校

千葉県立国府台高等学校
各校から5人毎の生徒と担当教諭が参加

講師：
千葉工業大学未来ロボット技術研究センター

室 長 先川原正浩 氏

千葉工業大学工学部未来ロボティクス学科

助教授 林原靖男 氏

株式会社JAPAN ROBOTECH
代表取締役 河野孝治 氏

会場

千葉県立現代産業科学館（実習主会場）

千葉工業大学未来ロボット技術研究センター
千葉工業大学未来ロボティクス学科芝園キャンパス
（先端研究施設見学・体験会場）



「ロボットテクノロジーの世界」の内容

講座内容
ロボットテクノロジーの最先端を知る。（講義）
課題に沿ったロボットの組み立て（実習）
テクノロジー課題：高度なライントレースを行なえる事。
アート課題：第3機構部分を設計製作し、オリジナルロボットで自己アイデアを表現
する事。

制御技術やソフトウェア理論の習得（実習）
ロボコンフィールドの見学と体験（研究施設見学）
成果の発表

達成目標
生徒各自がラインに沿って動くトレースロボットを制作する。（一人一台）

最終日に、制作に当っての工夫やロボットの特徴などを発表すると共に、サ
イエンスドームステージに設置した 1周数㍍の高度なコース上でロボットを動
作させる。



自律ロボット作りの基礎 プログラム開始
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実習

テクノロジーの最先端講義 研究施設見学体験 ロボット製作開始

ロボット制作室と練習コースを往復しての機体と 成果発表会場での最終調整
プログラムの調整が ロボット製作の醍醐味



創作したロボット達その１



創作したロボット達その２



創作したロボット達その３



成果発表

テクニカル部門
競技は2回実施。
ベストタイムを競う。

1 位…29．22秒
10位…44．31秒
20位…81．00秒

アート部門

競技出場者、見学者全
員で投票

ギャップ、直角、鋭角、S字カーブ有りの
チョット難しいコースです。



成果発表式
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